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緒言 

最近，ゲスト原子に I族元素と II族元素を用

いた Snベースの type-IIクラスレート化合物の

高温熱電特性を調査し，高い移動度と Sn の理

論最低値ほどの格子熱伝導率により，中低温域

で 1 程度の無次元性能指数 ZT を得ている 1)．

同様の特性をGeベースの type-IIクラスレート

化合物で得ることができれば，高温域で高い熱

電性能が見込まれる．しかし，これまで Geベ

ースでは，ゲスト原子に I族元素のみを用いた

Cs8Na16Ge136などは作製されているが，キャリ

ア密度が過多でゼーベック係数は金属並みで

あるため高い熱電性能は得られていない 2)．本

研究では，より高いゼーベック係数を得ること

を目的として，ゲスト原子に I族元素と II族元

素を用いた K8Sr16M40Ge96 (M=Al,Ga)の作製を

試み，その熱電気的特性の評価を行った． 
 

実験方法 

試料の作製方法と特性評価方法は基本的に

前報と同様である 3)． 
 

結果 

Fig.1 に X 線回折測定の結果を示す．異相と

して Ge，type-I クラスレートと SrAl2Ge2が含

まれるものの，主相は type-II クラスレートで

あり，K-Sr-M-Ge (M=Al,Ga)系で type-IIクラス

レートを作製できることがわかった．室温ゼー

ベック係数は‐29 ～‐84 μV/K に達した．室

温格子熱伝導率は 20 ～ 22 mW/(cm K)であっ

た．これは，Geにおける理論最低値 6.2 mW/(cm 

K)4)に比べて高い値であった．今回作製した試

料では，低い格子熱伝導率が得られなかったた

め，最大 ZT は K8Sr16Ga40Ge96が 786 Kにおい

て示した 0.43にとどまった． 
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Fig.1 XRD patterns of type-II clathrate 
K8Sr16M40Ge96 (M=Al,Ga) samples. 
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